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安
倍
首
相
は
一
九
日
、
福
島
第

一
原
発
を
視
察
後
、『
汚
染
水
の
影

響
一
定
範
囲
内
で
、
完
全
に
ブ
ロ

ッ
ク
さ
れ
て
い
る
』
と
の
認
識
に

批
判
の
声
が
上
が
っ
た
。
先
の
九

月
八
日
「
状
況

は
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
て
い

る
」
と
。
安
倍

晋
三
首
相
は
、

国
際
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
総

会
に
お
い
て
も
、

同
様
に
明
言
し

た
。 

 

し
か
し
、
福

島
の
漁
業
関
係

者
や
識
者
ら
か

ら
は
「
あ
き
れ

た
」「
違
和
感
あ
る
」
と
批
判
や
疑

問
の
声
が
上
が
っ
た
。「
汚
染
水
の

影
響
は
福
島
第
１
原
発
の
港
湾
内

０
・
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
内
で
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て

い
る
」
と
も
安
倍
首
相
は
説
明
し

た
。
だ
が
、
政
府
は
一
日
三
０
０

ト
ン
の
汚
染
水
が
海
に
染
み
出
し

て
い
る
と
試
算
。
地
上
タ
ン
ク
か

ら
の
漏
出
は
、
排
水
溝
を
通
じ
て

外
洋
（
港
湾
外
）

に
流
れ
出
た
可
能

性
が
高
い
と
み
ら

れ
る
と
い
う
。
ま

た
、
一
三
日
に
東

電
技
術
顧
問
が

「
今
の
状
態
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

て
い
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
。 

 

原
発
事
故
か
ら

２
年
半
、
適
切
な

対
応
を
取
ら
ず
に

い
た
と
。 

「
国
際
原
子
力

事
業
評
価
尺
度
レ
ベ
ル
３
（
重
大

な
異
常
事
象
）」に
該
当
す
る
と
し

た
。
東
電
は
、
放
射
汚
染
水
の
量
・

漏
れ
・
放
射
能
汚
染
濃
度
・
管
理
。

処
理
状
況
に
つ
い
て
、
小
出
し
で

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/ 
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２
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「
事
実
」
を
公
表
し
て
い
な
い
。

（
隠
蔽
策
） 

 
『
「
汚
染
水
を
溜
め
る
タ
ン
ク

の
建
設
に
関
わ
っ
て
い
た
男
性
は
、

『
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
』

と
繰
り
返
す
首
相
に
納
得
で
き
な

い
。」「
南
相
馬
市
の
桜
井
勝
延
市

長
は
『
汚
染
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
な
ど
と
誰
も
信
じ
て
い
な

い
。バ
ス
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
て
、

一
瞬
だ
け
見
て
何
が
分
か
る
の

か
』。双
葉
町
の
伊
沢
史
朗
町
長
も

『
今
も
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る

人
を
見
て
、
事
故
が
収
束
し
て
い

な
い
と
い
う
実
感
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
』
と
突
き
放
し
た
。」（
九
・

二
〇
朝
日
新
聞
朝
刊
） 

 

ま
た
、
テ
レ
ビ
で
避
難
生
活
者

の
方
が
『
仮
住
ま
い
が
、
何
時
ま

で
続
く
の
か
。
何
時
帰
れ
る
の
か

（
帰
れ
な
い
と
思
う
が
）。一
刻
も

早
く
「
定
住
地
、
生
活
の
場
（
畜

産
業
）
を
補
償
し
て
ほ
し
い
。 

東
電
も
国
も
責
任
が
あ
る
は
ず
。 

先
が
見
え
な
い
不
安
・
毎
日
毎

日
が
・
・
最
近
の
東
京
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
活
動
（
マ
ス
コ
ミ
総

動
員
）、東
京
決
定
時
の
歓
喜
の
様

子
を
見
て
思
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
否
定
は
し
な
い
が
。
違
和
感

を
覚
え
る
。
日
本
人
だ
が
、
日
本

人
で
な
い
よ
う
な
。
よ
そ
の
国
の

出
来
事
の
よ
う
な
。
帰
る
に
帰
れ

な
い
と
い
う
存
在
感
、
棄
民
で
は

な
い
か
と
」（
棄
民
＝
戦
争
や
災
害

な
ど
で
困
窮
し
て
い
る
人
々
を
、

国
家
が
見
捨
て
る
こ
と
。
そ
の

人
々
・
大
辞
泉
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
新
聞
記
事

等
で
も
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

批
判
す
る
と
非
国
民
扱
い
で
す
。』

と
の
提
言
を
見
る
こ
と
が
増
え
た
。 

こ
れ
ら
は
、
一
体
何
な
の
か
？

『「
み
ん
な
一
緒
」
と
い
う
、「
ム

ラ
祭
り
で
み
ん
な
気
持
ち
よ
く
な

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
邪
魔
す
る
な
。 

邪
魔
す
る
と
村
八
分
だ
ぞ
と
。

も
ち
ろ
ん
言
語
化
さ
れ
ま
せ
ん
よ
。 

言
葉
で
は
な
く
て
空
気
で
人
を

動
か
す
。
同
調
圧
力
と
い
う
か
相

互
監
視
と
い
う
か
、
オ
リ
ン
ピ
ク

で
あ
れ
だ
け
盛
り
上
が
っ
て
い
る

の
は
「
み
ん
な
一
緒
」
を
確
認
せ

ん
が
た
め
で
し
ょ
う
」
高
橋
ヨ
シ

キ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ラ
イ
タ
ー
、

二
一
日
朝
日
新
聞
朝
刊
「
耕
論
」

よ
り
抜
粋
。
同
感
だ
。 

 

マ
ン
ガ
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の

閲
覧
制
限
も
源
は
、同
じ
な
の
だ
。 

 

東
京
開
催
の
熱
狂
形
成
の
戦
略

は
、
開
催
に
お
け
る
施
設
建
設
・

集
客
へ
の
環
境
整
備
等
で
の
経
済

効
果
（
お
金
）
へ
の
期
待
感
で
あ

ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
未
だ
仮
住
ま
い
の
方
々
へ

の
「
生
活
の
復
権
」
を
促
進
す
る

た
め
に
「
声
を
上
げ
、
行
動
を
起

す
」
こ
と
に
も
使
う
べ
き
だ
。 

 

三
・
一
一
か
ら
二
年
半
「
収
束

ど
こ
ろ
か
「
危
機
は
深
刻
化
し
て

い
る
」。
燃
料
を
冷
却
す
る
作
業
は

大
量
の
汚
染
水
を
生
み
出
し
、
地

下
水
も
汚
染
さ
れ
（
海
へ
一
日
三

〇
〇
ト
ン
）
て
い
る
。
汚
染
水
を

溜
め
置
く
タ
ン
ク
か
ら
高
濃
度
汚

染
水
の
一
部
が
海
へ
流
出
、
露
出

し
た
原
因
は
、
タ
ン
ク
の
接
合
部

分
の
ボ
ル
ト
が
弛
ん
で
と
の
報
告
、

タ
ン
ク
に
は
水
圧
が
か
か
っ
て
い

る
の
で
、
振
動
（
地
震
等
）
等
で
、

「
時
間
を
か
け
て
、
ボ
ル
ト
は
弛

む
、
パ
ッ
キ
ン
も
ヘ
タ
ル
」
こ
と

は
自
明
で
あ
る
。今
の
タ
ン
ク
は
、

全
部
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

地
下
水
を
遮
断
す
る
氷
壁
の
装

置
を
建
設
す
る
そ
う
だ
が
、
遮
断

さ
れ
た
地
下
水
は
ど
こ
に
行
く
の

か
。
二
時
災
害
の
リ
ス
ク
は
な
い

の
か
。
冷
却
は
、
何
時
ま
で
続
け

る
こ
と
に
な
る
の
か
。
今
後
発
生

す
る
汚
染
水
を
入
れ
る
タ
ン
ク
は

ど
れ
だ
け
必
要
か
。
そ
の
設
置
敷

地
は
あ
る
の
か
。
原
子
炉
の
燃
料

棒
の
取
り
出
し
は
何
時
に
な
る
の

か
。
取
り
出
し
た
燃
料
棒
の
中
間

貯
蔵
施
設
と
最
終
貯
蔵
施
設
も
未

定
。廃
炉
に
向
け
た
行
程
も
未
定
。 

 

こ
れ
ら
の
費
用
は
「
国
」
が
出

す
？
東
電
は
「
破
綻
」
し
て
い
る

と
の
認
識
は
あ
る
の
か
。 
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今
後
の
「
地
震
（
南
海
ト
ラ
フ

を
含
む
）」・
こ
の
間
の
竜
巻
・
台

風
・
集
中
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に

添
え
た
「
危
機
管
理
」
は
ど
う
す

る
の
か
。（
想
定
外
は
、
も
う
使
え

な
い
） 

原
発
事
故
の
収
束
に
は
、

山
ほ
ど
課
題
・
問
題
が
あ
る
。 

 

安
倍
首
相
は
「
責
任
を
も
っ
て

当
た
る
」
と
い
う
が
。
収
束
が
「
容

易
」
に
進
ま
な
い
原
因
は
、
原
発

の
建
屋
内
を
含
め
て
「
放
射
性
物

質
」
で
、
高
濃
度
の
状
態
で
あ
る

の
で
「
作
業
」
が
困
難
で
あ
る
こ

と
も
原
因
。
た
だ
し
、
作
業
員
の

方
々
の
「
被
爆
」
に
関
す
る
、
安

全
管
理
、
健
康
管
理
は
お
ざ
な
り

で
「
使
い
捨
て
、
賃
金
カ
ッ
ト
、

下
請
け
構
造
」
等
、
最
悪
な
「
労

働
環
境
」
に
あ
る
こ
と
。
避
難
生

活
者
の
「
生
活
復
権
」
は
何
時
に

な
る
の
か
。
復
興
予
算
の
使
途
問

題
・
復
興
法
人
税
の
廃
止
？ 

怒
り
心
頭
。
心
頭
非
国
民
党
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
し
ん
） 

 

 

福
脊
連
資
金
確
保
の
事
業
、 

『
島
原
手
延
べ
そ
う
め
ん
』
の
販

売
も
、
本
年
で
１０
年
を
経
過
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
も
、
福
脊
連
会

員
の
皆
様
、
賛
助
会
員
の
方
々
を

始
め
、
関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な

る
協
力
に
よ
っ
て
、
例
年
同
様
に

販
売
し
活
動
資
金
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
会
会
長
、
各
支

部
長
及
び
役
員
一
同
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

本
年
の
各
支
部
の
販
売
数
及
び
、

福
岡
県
支
部
へ
の
還
元
金
に
つ
い

て
、
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
本
来
な
ら
ば
、
購
入
い
た
だ

い
た
方
、
全
て
の
ご
芳
名
を
掲
載

す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
紙
面
の
都
合
上
、
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
容

赦
下
さ
い
。
今
後
と
も
、
ご
支
援
・

ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

県
役
員
・
支
部
役
員
一
同 

 

               

支 部 名 箱 数 県支部還元金 

福岡支部 １０７個 ４２８００円 

北九州支部 ４１個 １６４００円 

筑豊支部 １０個 ３７００円 

筑後支部 ９１個 ３６４００円 

県本部（織田） １２５個 ６８０３０円 

福
脊
連
活
動
資
金
「
島
原
手
延
べ
そ
う
め
ん
販
売
」 

ご
協
力
の
お
礼
と
報
告 

☆ お知らせ ☆ 

わだちでは皆様から、俳句・短歌・川柳・写真等、募集します。 

事務所にＦＡＸ・メール・郵送等で、お送りください。 

お待ちしております。どうぞよろしくお願いします。 



ＱＳＫ １９９７年 ９月 １８日  第 三 種 郵便物承認  通 巻 ４７７３号  ２０１３年 １１月 ４日  発 行 （日 刊 ）  

 - 4 - 

 

富
山
大
学
和
漢
医
薬
学
総
合
研

究
所
、
神
経
機
能
学
、
東
田
千
尋

准
教
授
が
「
神
経
細
胞
の
一
部
を

再
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
脊
髄
損

傷
の
運
動
機
能
改
善
に
向
け
て
」

と
、
題
し
て
１
時
間
２０
分
に
亘
り

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

和
漢
医
学
総
合
研
究
所
で
、
３８

年
間
研
究
を
し
て
き
た
。
脊
髄
損

傷
の
患
者
の
機
能
不
全
か
ら
の
回

復
（
目
指
し
て
い
く
も
の
）
創
薬

の
研
究
開
発
を
し
て
い
る
。
機
能

不
全
に
な
っ
て
い
る
種
々
の
原
因

を
探
り
、
大
脳
の
運
動
野
か
ら
あ

る
細
胞
加
工
性
伝
導
路
を
伝
い
筋

肉
を
動
か
す
。脊
髄
損
傷
の
場
合
、

損
傷
を
受
け
た
部
位
以
降
、
周
辺

の
運
動
機
能
の
不
全 

→ 

薬
に
よ

っ
て
神
経
細
胞
の
損
傷
個
所
を
通

過
し
、
伝
達
す
る
よ
う
に
す
る
。 

 

主
に
薬
理
学
的
な
テ
ー
マ
で
し

た
。
続
い
て
、
第
１２
回
総
会
は
第

一
号
議
案
、
第
二
号
議
案
、
第
三

号
議
案
、
第
四
号
議
案
、
第
五
号

議
案
、
と
も
に
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。 

 
赤
城
理
事
の
司
会
で
は
じ
ま
り
、

以
下
、
総
会
電
子
媒
体
を
も
と
に

作
成
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

議
長
選
出 

 

議
長
、
福
井
県
支
部
竹
下
、 

副
議
長
小
池
。
資
格
審
査
報
告
で

４４
県
支
部
中
、
出
席
30
県
支
部
、

委
任
１０
県
支
部
、
欠
席
４
県
支
部

で
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。 

 

議
事
録
は
、
県
支
部
人
の
選
出

で
東
京
都
支
部
よ
り
一
人
。 

 

第
一
号
議
案 

 

２４
年
度
事
業
報
告 

 

情
報
提
供
事
業
、
脊
損
ニ
ュ
ー

ス
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
事
業
、

被
災
支
援
、
復
興
支
援
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、ロ
ビ
ー
活
動
差
別
禁
止
部
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
要
望
→
自

民
党
、
省
庁
交
渉
、
体
育
振
興
事

業 

→ 

協
賛
金
を
出
す
。 

 

福
祉
関
係
調
査
研
究
事
業 

→

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
増
刷
を
実
施
し
た
。 

 

公
益
社
団
法
人
に
つ
い
て 

玉
城 

１
月
２５
日
に
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
わ
れ
た
。
今
大
会
で
定
款

を
見
直
し
た
う
え
、
６
月
中
期
に

昨
年
は
青
森
大
会
で
本
部
・
東
京

都
支
部
の
公
益
社
団
法
人
移
行
が

確
認
さ
れ
た
。 

 

第
二
号
議
案 

 

平
成
２４
年
度
収
支
決
算
報
告 

質
問 

藤
田 

収
支
報
告
書
を
毎
年
話
し

て
い
る
が
、
毎
年
会
員
数
の
見
通

し
を
確
認
し
た
い
。 

赤
城 
大
体
２
４
０
０
～
２
５
０

０
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、
２

０
０
０
程
だ
と
思
い
ま
す
。死
亡
、

退
会
が
あ
る 

藤
田 

会
員
が
減
っ
て
い
る
が
、

対
策
法
は
な
い
の
で
す
か
。 

玉
城 

こ
の
件
に
つ
い
て
、
対
策

は
行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
総
会

で
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
や
っ
て
い
た
。

意
見
が
出
た
の
で
対
策
す
る
。 

赤
城 

調
べ
た
結
果
、
２
４
１
４

→ 

２
３
４
１
人
で
す
。 

藤
田 

支
出
の
事
業
費
の
内
訳
が

無
い
の
で
す
が
、
第
三
者
が
見
た

ら
分
か
ら
な
い
と
思
う
の
だ
が
、 

何
故
出
さ
な
い
の
か
？
活
動
費
は
、

会
計
基
準
で
決
ま
っ
て
い
る
。 

 

過
去
５
年
言
っ
て
き
た
。
公
益

法
人
化
に
お
い
て
、
一
般
市
民
及

び
、
会
員
が
見
る
こ
と
が
で
き
る

必
要
が
あ
る
。 

玉
城 

そ
の
件
に
つ
い
て
計
理
士

鈴
木
、
社
会
労
務
士
松
本
に
確
認

し
た
結
果
、
本
総
会
は
現
定
款
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
や
っ
て
い
る
。 

 

Ｈ
Ｐ
で
掲
載
さ
れ
た
、
所
定
の

公
益
法
人
会
計
に
基
づ
い
て
認
定

第 12 回総会 

富山県大会 

報告 
（６月７日～６月９日） 

福岡支部 藤田 幸廣 
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委
員
会
に
出
し
た
。
希
望
が
あ
れ

ば
、
計
理
士
か
ら
も
ら
っ
た
資
料

を
渡
す
の
で
、
本
部
の
赤
城
に
要

望
し
て
く
だ
さ
い
。 

藤
田 

こ
れ
は
、
必
ず
出
さ
な
い

と
い
け
な
い
。
内
閣
府
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
る
。 

仲
根 

関
連
し
た
質
問
で
す
。
２０

年
度
決
算
と
事
業
計
画
を
会
計
で

出
す
と
い
っ
た
が
、
公
益
事
業
と

収
益
事
業
を
総
会
で
収
支
決
算
書

と
し
て
出
す
の
が
２０

年
度
会
計

で
あ
っ
て
そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
。 

玉
城 

会
計
士
が
２０

年
度
会
計

に
基
づ
い
て
、
株
式
会
社
に
倣
い

そ
れ
に
基
準
を
あ
わ
せ
た
。
総
会

で
は
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
５
本

の
会
計
を
総
会
で
報
告
し
た
。 

仲
根 

内
容
を
示
さ
ず
に
理
解
は

で
き
な
い
。
収
益
と
公
益
を
明
確

に
出
す
の
が
基
準
で
あ
る
。
こ
れ

が
２０
年
度
会
計
基
準
。 

大
濱 

ピ
ア
の
内
訳
で
い
う
と
、

会
場
費
と
い
う
細
か
い
の
が
あ
る

が
、
株
式
会
社
に
倣
い
や
っ
て
い

る
。
そ
の
先
は
、
役
員
や
支
部
長

に
要
望
あ
れ
ば
出
し
ま
す
。
休
憩

時
間
に
で
も
見
せ
ま
す
よ
。 

仲
根 

見
て
も
み
ん
な
わ
か
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
出
さ
な

い
の
は
、
法
人
申
請
に
問
題
が
あ

る
。
大
濱 

次
の
総
会
で
公
益
法

人
化
す
る
の
で
、
出
し
ま
す
。 

仲
根 

議
事
録
が
な
い
と
公
益
法

人
、
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
？ 

玉
城 

公
益
に
移
行
す
る
と
、
収

益
事
業
を
行
わ
な
い
。
収
益
事
業

を
や
る
と
し
た
ら
各
支
部
で
や
る
。 

 

今
の
収
益
事
業
で
問
題
な
の
が

遺
族
年
金
。 

仲
根 

収
益
の
内
訳
が
無
い
の
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
移
行
申
請
で
き
な

い
の
で
は
？ 

理
事
長 

専
門
家
に
任
せ
て
い
る

し
、
Ｈ
Ｐ
で
掲
載
し
て
い
る
。
公

開
し
て
ほ
し
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
公

開
す
る
。 

仲
根 

今
回
の
決
算
報
告
で
、
だ

す
と
い
う
こ
と
で
理
解
し
た
。 

白
川 

申
請
出
し
て
一
回
引
っ
込

め
た
の
だ
が
、
今
回
の
件
は
、
入

っ
て
い
る
の
か
。 

理
事
長 

２１
項
目
の
指
摘
に
は
、

入
っ
て
な
い
。
今
度
の
総
会
で
解

決
す
れ
ば
、い
い
と
の
認
識
で
す
。 

藤
田 

厚
労
省
か
ら
の
指
摘
。
東

京
支
部
は
、
本
部
と
一
緒
に
移
行

す
る
の
か
。 

大
濱 

元
役
員
と
し
て
、
東
京
法

人
は
、
次
の
支
部
の
モ
デ
ル
に
な

る
の
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。
税
理

士
が
、
難
し
い
と
い
え
ば
辞
退
す

る
。
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
れ
以
上

で
も
以
下
で
も
な
い
。 

仲
根 

１７

Ｐ
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼

結
果
の
ま
と
め
の
報
告
書
は
？ 

 

あ
と
、
収
益
と
し
て
た
だ
働
き

な
の
か
？ 

理
事
長 

沖
縄
の
観
光
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
た
い
と
要
請

が
あ
っ
た
。報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

隠
す
つ
も
り
は
な
い
。
収
益
に
し

た
い
の
は
山
々
だ
が
、
計
算
式
を

立
て
て
や
る
必
要
が
あ
る
。 

仲
根 

法
人
事
業
と
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
る
の
は
、
全
脊
連

の
役
目
で
も
あ
る
し
、
収
益
と
し

て
決
算
上
、
あ
が
っ
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
。 

玉
城 

報
告
書
は
、
ま
だ
貰
っ
て

い
ま
せ
ん
。
調
査
を
や
っ
て
請
求

書
が
来
て
処
理
を
し
た
。
こ
れ
ま

で
、こ
の
収
支
報
告
書
で
通
っ
た
。 

仲
根 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
の

で
あ
れ
ば
、
収
益
と
し
て
お
金
を

貰
う
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。 

玉
城 

ご
ま
か
す
気
は
、
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。
収
益
に
し
た
い
の
は

山
々
だ
が
、
返
信
の
見
通
し
が
な

い
の
で
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
計
算
式
を
立
て
て
、
先
方
か

ら
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

福
井
県
支
部 

公
益
法
人
に
す
る

メ
リ
ッ
ト
は
？ 

玉
城 

５
年
前
に
公
益
社
団
法
人

に
な
る
か
、
一
般
社
団
法
人
に
な

る
か
の
話
が
始
ま
り
、
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
が
近
い
が
、
公
益
化
に
よ

っ
て
寄
付
の
税
金
・
信
用
が
増
す
。 

理
事
長 

会
の
県
支
部
前
を
と
ら
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れ
な
い
よ
う
に
す
る
為
、
発
言
力

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
信
用
が
高
ま
り
、
法
律
に
も
影

響
を
与
え
る
と
考
え
て
い
る
。 

議
長 

第
一
号
議
案
及
び
、
第
二

号
議
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
三
号
議
案 

平
成
２５
年
度
事
業
計
画
案 

 

第
四
号
議
案 

平
成
２５
年
度
予
算
案 

石
川
県 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
。 

大
濱 

骨
格
提
言
で
い
っ
て
い
る

の
は
、
分
け
ろ
と
い
っ
て
い
る
。

統
合
に
つ
い
て
、
イ
エ
ス
と
言
え

な
い
。 

和
歌
山 

重
度
訪
問
介
護
は
、
区

分
に
よ
っ
て
違
う
の
で
や
れ
る
こ

と
が
限
ら
れ
る
。
市
町
村
に
よ
っ

て
違
う
。 

仲
根 

Ｐ
４３

公
益
法
人
の
メ
リ

ッ
ト
が
寄
付
金
の
控
除
と
あ
る
が
、

寄
付
金
額
が
前
年
度
よ
り
、
落
ち

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

経
理 

前
年
度
に
増
え
た
の
で
、

そ
う
感
じ
る
。
そ
れ
は
、
自
腹
を

切
っ
た
か
ら
。 

理
事
長 

ま
だ
、
寄
付
金
を
受
け

て
い
な
い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
。 

 

今
、
予
算
を
立
て
る
と
、
当
て

に
し
て
い
る
と
、
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
。 

藤
田 

Ｐ
３６

ピ
ア
事
業
に
つ
い

て
、
鹿
児
島
で
以
前
あ
っ
た
、
ピ

ア
事
業
で
初
任
者
研
修
等
の
予
算

に
つ
い
て
、
会
議
収
入
１５
万
減
っ

て
い
る
。
相
談
事
業
等
を
増
や
せ

ば
会
員
が
増
え
、
収
入
も
増
え
る

し
、
会
も
広
が
る
。 

議
長 

第
三
号
議
案
及
び
、
第
四

号
議
案
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
五
号
議
案 

 

役
員
の
総
辞
職
及
び
、
役
員
が

改
選
さ
れ
、
賛
成
２５
反
対
１０

で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
六
号
議
案 

 

公
益
社
団
法
人
申
請
の
た
め
の

定
款
及
び
、
諸
規
定
。 

 

平
成
２３
年
１１
月
２６
日
に
青
森

県
大
会
総
会
で
、
承
認
し
て
い
た

だ
い
た
定
款
改
定
の
案
で
す
。 

定
款
目
的
、
法
律
が
障
害
者
自
立

支
援
法
か
ら
、
障
害
者
総
合
福
祉

支
援
法
に
変
わ
り
、
１
月
２６
日
の

定
款
の
改
定
案
を
改
正
す
る
た
め

に
提
起
さ
れ
た
。 

玉
城 

票
を
見
て
、
右
側
の
１０
と

い
う
の
は
、
平
成
２３
年
１１
月
２６

日
に
青
森
県
大
会
総
会
で
、
承
認

し
て
い
た
だ
い
た
、
定
款
改
定
の

案
で
す
。
左
の
案
は
、
今
度
の
公

益
認
定
申
請
を
行
う
た
め
に
、
こ

れ
と
１１
月
２６

日
の
定
款
の
改
定

案
を
改
正
す
る
た
め
の
改
正
箇
所

だ
け
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
す
。 

 
重
度
の
身
体
障
害
者
と
か
、
軽

度
の
身
体
障
害
者
な
ど
と
さ
れ
て

い
た
が
、
区
分
が
あ
る
と
文
句
を

言
わ
れ
そ
う
な
の
で
消
し
ま
し
た
。 

 

第
４
条
の
目
的
、
法
律
が
自
立

支
援
法
か
ら
障
害
者
総
合
福
祉
支

援
法
に
変
わ
っ
た
の
で
、
公
益
と

書
い
て
あ
る
呼
び
方
を
事
業
の
う

ち
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
２
番
目
か
ら
６
番
目

の
各
事
業
を
読
み
替
え
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。 

 

第
３０
条
で
役
員
は
、
全
て
無
報

酬
と
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
実
的
に
、
役
員
に
は
報
酬
で
は

な
い
が
、
自
宅
業
務
立
替
費
と
い

う
県
支
部
目
の
支
出
が
あ
り
、
社

会
的
に
見
れ
ば
報
酬
の
一
部
と
取

ら
れ
兼
ね
な
い
の
で
、
第
３０
条
を

改
定
し
て
役
員
等
に
は
、
報
酬
が

な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
常
勤
の

役
員
は
、
報
酬
表
に
基
づ
い
て
、

支
給
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
非
常

勤
は
役
員
の
１
０
分
の
１
に
で
き

る
と
明
確
化
し
た
も
の
で
す
。 

定
款
補
足
の
３
項
４
項
は
、
役
員

の
県
支
部
を
変
え
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
定
款
の
改
定
の
案

の
改
定
案
で
す
。
定
款
及
び
、
諸

規
定
Ｐ
４９

に
あ
る
規
則
を
こ
の
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総
会
で
承
認
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
公
益
認
定
後
の
臨
時
総
会

で
議
決
し
な
く
て
よ
い
と
公
益
認

定
委
員
会
に
言
わ
れ
た
の
で
、
こ

の
よ
う
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

５
項
は
、
社
員
の
方
々
の
県
支

部
前
が
確
定
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
、
各
支
部
長
に
確
認
し
て
貰

っ
た
上
、
認
定
委
員
会
に
提
出
し

ま
す
。 

質
問
県
支
部 

公
益
法
人
化
の
メ

リ
ッ
ト
と
寄
付
金
の
当
て
は
あ
る

の
か
。 

理
事
長 

寄
付
金
が
非
課
税
に
な

る
の
で
、
そ
れ
を
み
て
い
る
。 

藤
田 

一
括
に
つ
い
て
、
Ｐ
５８
と

Ｐ
６０
の
定
款
の
細
則
、
中
部
支
部

と
は
何
で
す
か
？
ブ
ロ
ッ
ク
と
い

う
位
置
づ
け
で
良
い
の
か
。 

玉
城 

中
部
支
部
に
つ
い
て
、
私

た
ち
に
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

も
と
も
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

縛
り
を
作
る
つ
も
り
は
な
い
。 

 

法
人
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

あ
る
程
度
運
営
し
や
す
い
よ
う
に
、

自
由
に
し
て
い
る
。
九
州
で
も
で

き
る
。 

藤
田 

何
故
、
団
体
会
員
を
外
し

た
の
か
？ 

玉
城 

代
議
員
制
度
を
導
入
す
る

た
め
の
、
便
宜
上
の
も
の
で
す
。

票
が
重
な
ら
な
い
た
め
。 

藤
田 

割
り
当
て
を
き
ち
ん
と
整

理
す
れ
ば
、良
い
の
で
は
な
い
か
。 

大
濱 

票
を
公
平
に
す
る
為
。 

理
事
長 

３０

人
県
支
部
の
支
部

と
３
０
０
人
県
支
部
の
一
票
で
は

違
う
。
公
益
法
人
化
に
向
け
て
。 

藤
田 

正
会
員
の
中
で
代
議
員
を

選
ぶ
と
言
っ
た
が
、
そ
の
支
部
で

や
る
の
か
。 

理
事
長 

代
議
員
選
挙
規
定
が
あ

り
、
各
支
部
で
決
め
る
と
あ
り
、

県
外
の
会
員
は
違
う
と
指
摘
が
あ

っ
た
。
県
内
の
会
員
の
人
数
、
で

代
議
員
の
数
が
決
ま
る
。 

理
事
長 

団
体
加
盟
会
員
と
い
う

の
は
、
社
団
法
人
の
定
款
で
う
た

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
公
益

法
人
の
定
款
で
そ
の
文
言
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

白
川 

ブ
ロ
ッ
ク
の
問
題
で
、
地

区
外
の
人
を
外
し
た
と
あ
る
が
、

そ
の
人
た
ち
は
、
ど
こ
で
ど
う
す

る
の
か
。 

玉
城 

都
道
府
県
に
所
属
せ
ず
、

本
部
に
直
属
す
る
会
員
は
、
当
て

は
ま
る
地
区
に
て
代
議
員
に
な
る
。 

 

公
益
認
定
を
目
指
す
の
で
、
あ

ま
り
突
っ
込
ま
な
い
で
下
さ
い
。 

白
川 

公
益
化
す
る
の
に
、
中
部

地
区
や
代
議
員
等
曖
昧
で
は
な
い

か
。 

玉
城 

理
事
長
に
任
せ
て
い
ま
す
。 

中
部
支
部 

岡
崎 

県
内
で
選
挙

し
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
元
々
、
患
者
会
か
ら
来
て
い

る
。
定
款
は
、
見
本
と
い
う
感
じ

で
思
っ
て
い
る
。 

理
事
長 

中
部
支
部
は
、
も
と
も

と
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
し
認
め
る
。 

 
現
状
を
認
め
つ
つ
、
代
議
員
選

挙
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

藤
田 

公
益
移
行
し
た
後
、
ど
こ

が
責
任
を
持
つ
の
か
。 

玉
城 

組
織
部
を
置
く
。
会
員
を

管
理
し
て
い
る
の
は
理
事
長
。
平

成
２５
年
１１
月
３０
日
を
目
指
す
の

で
こ
れ
で
い
く
。 

藤
田 

各
県
支
部
の
認
識
が
甘
い
。 

 

先
程
で
、
今
更
な
質
問
も
あ
っ

た（
公
益
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
は
等
）。 

理
事
長 

脅
す
つ
も
り
は
な
い
。 

 

発
展
の
た
め
、
不
満
が
あ
ろ
う

と
も
、
了
承
い
た
だ
い
て
協
力
お

願
い
し
た
い
。 

仲
根 

Ｐ
４７

第
４
条 

身
体
障

害
者
に
限
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

玉
城 

公
益
認
定
委
員
会
か
ら
指

摘
が
あ
り
、
重
度
障
害
者
に
限
ら

ず
、広
い
範
囲
に
対
応
す
る
た
め
。 

 

第
４
条
の
２
か
ら
６
ま
で
の
事

業
で
、
我
々
が
１
番
大
切
だ
と
思

っ
て
い
る
の
は
、
基
幹
相
談
支
援

事
業
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。 

仲
根 

第
４
条
の
中
に
、
総
合
支

援
法
に
基
づ
く
事
業
を
や
る
と
書

い
て
い
ま
す
。
総
合
支
援
法
は
、

３
障
害
総
合
的
な
支
援
を
し
な
さ

い
と
い
う
考
え
だ
か
ら
、
身
体
障
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害
者
に
限
る
と
通
ら
な
い
の
で
は
。 

大
濱 
精
神
や
知
的
、
発
達
障
害

へ
の
対
応
に
自
信
が
あ
る
な
ら
や

る
、
も
し
ダ
メ
だ
っ
た
ら
ダ
メ
出

し
が
来
る
か
ら
そ
の
時
に
や
る
。 

 

私
の
認
識
で
は
通
る
。
現
に
他

に
や
っ
て
い
る
所
が
あ
る 

仲
根 

国
の
認
可
申
請
の
ス
タ
ン

ス
は
、
３
障
害
だ
し
、
身
体
で
精

神
の
人
も
い
る
し
、
規
定
上
や
る

べ
き
。 

大
濱 

厚
労
省
に
見
て
も
ら
う
。 

山
口 

本
部
と
東
京
支
部
の
位
置

づ
け
は
。 

玉
城 

認
定
を
受
け
る
支
部
と
い

う
形
で
す
。
申
請
書
は
予
算
、
決

算
は
合
算
し
た
も
の
を
出
す
。（
②

型
） 

玉
城 

定
款
の
改
定
案
で
す
か
ら
、

４
分
の
３
が
必
要
で
す
。 

理
事
長 

重
度
障
害
者
を
身
体
障

害
者
に
修
正
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

さ
ら
に
障
害
者
と
す
る
こ
と
に
、

採
決
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ

う
か
？ 

玉
城 

そ
の
都
度
臨
時
総
会
な
ど

開
き
対
応
す
る
の
で
、、定
款
は
柔

軟
に
変
更
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

精
神
や
知
的
に
対
応
し
き
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。 

仲
根 

窓
口
と
な
る
べ
き
で
は
？ 

玉
城 

身
体
障
害
者
を
障
害
者
に

と
い
う
こ
と
で
、
採
決
を
と
る
の

で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

議
長 

採
決
を
取
り
ま
す
。
賛
成

２６
県
支
部
、
反
対
３
県
支
部
、
棄

権
（
ど
ち
ら
で
も
な
い
）
が
１
県

支
部
。 

玉
城 

定
款
改
定
案
が
総
会
で
否

決
さ
れ
た
場
合
、
公
営
認
定
申
請

は
行
え
な
い
こ
と
な
り
ま
す
。 

 

今
後
は
、
１１
月
３０

日
の
期
限

切
れ
を
待
っ
て
法
人
を
解
散
す
る

か
、
任
意
団
体
に
な
る
か
、
一
般

社
団
法
人
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
人
は
解
散
す
る
。 

理
事
長 

５
年
間
、
一
生
懸
命
や

っ
て
き
た
が
否
決
さ
れ
た
。 

 

も
う
一
度
、
考
え
直
し
て
採
決

し
て
く
だ
さ
い
。 

議
長 

も
う
一
度
採
決
し
て
く
だ

さ
い
。 

大
濱 

反
対
し
て
い
る
人
は
、
理

由
を
お
願
い
し
ま
す
。 

藤
田 

賛
成
の
人
は
、
何
が
で
き

る
の
か
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る

の
か
。
定
款
に
つ
い
て
、
お
か
し

い
部
分
を
ち
ゃ
ん
と
説
明
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
公
益
に
こ
だ
わ
ら

ず
に
、
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

第
六
号
議
案
に
つ
い
て
の
回
答

が
不
安
、
予
算
も
明
確
に
し
て
い

な
い
し
、
そ
れ
ら
の
明
確
な
回
答

が
あ
れ
ば
良
い
。 

大
濱 

支
部
の
規
定
は
、
今
後
の

問
題
と
し
て
、
定
款
は
ど
う
で
す

か
・
・
定
款
に
つ
い
て
、
賛
成
か

反
対
か
取
り
直
し
て
い
い
で
す
か
。 

議
長 

修
正
し
た
定
款
に
賛
成
の

方
。 

賛
成
２７
県
支
部
、
反
対
３
県
支
部

で
可
決
。 

議
長 
諸
規
定
提
案
は
・
・ 

大
濱 

ほ
か
の
支
部
と
再
す
り
合

わ
せ
し
て
、
新
し
い
も
の
を
出
し

ま
す
。 

玉
城 

１１
月
２６

日
に
採
決
さ
れ

た
も
の
は
有
効
で
す
が
、
今
回
初

め
て
の
も
の
は
、
来
年
の
定
期
総

会
ま
で
に
支
部
の
意
見
を
集
約
を

し
て
採
決
、
継
続
審
議
で
よ
ろ
し

い
で
し
ょ
う
か
。
拍
手 

 

第
七
号
議
案 

《
ス
ロ
ー
ガ
ン
》 

 

脊
髄
再
生
医
療
の
一
日
も
早
い
、

法
整
備
と
治
療
へ
の
早
期
実
現
を

求
め
よ
う
。 

 

障
害
者
権
利
条
約
の
理
念
に
基

づ
い
た
、
法
制
度
の
整
備
を
求
め

よ
う
。 

 

災
害
時
に
お
け
る
、
各
自
治
体

の
要
援
護
者
へ
の
支
援
計
画
の
充

実
を
求
め
よ
う
。 

 

障
害
が
あ
っ
て
も
、
社
会
活
動

に
貢
献
で
き
る
、
連
合
会
を
目
指

そ
う
。 

  

第
１３
回
大
会
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
神
奈
川
県
で
の
開
催
で
す
。 
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▼
は
じ
め
に 

日
本
で
初
め
て
の
公
害
事
件
と

い
わ
れ
る「
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
」

の
解
決
に
命
を
懸
け
て
闘
っ
た
、

真
の
政
治
家
で
あ
り
思
想
家
の
田

中
正
造
（
１
８
４
１
～
１
９
１
３

年
）
が
亡
く
な
っ
て
今
年
９
月
４

日
で
、１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

鉱
毒
事
件
と
福
島
第
一
原
発
事

故
の
根
本
的
類
似
性
に
着
目
し
て

田
中
正
造
の
思
想
や
生
き
方
か
ら

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
半
を
過

ぎ
た
、
日
本
の
在
り
方
を
探
る
た

め
に
こ
の
問
題
を
考
え
ま
す
。 

鉱
毒
と
放
射
能
の
違
い
は
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
撒
い
た
加
害
企
業

は
政
府
と
親
密
な
関
係
で
、
被
害

住
民
は
塗
炭
の
苦
し
み
を
強
い
ら

れ
た
の
で
す
。
１
０
０
年
以
上
の

時
間
を
隔
て
な
が
ら
も
、
両
者
は

非
常
に
類
似
し
て
い
る
の
で
す
。 

足
尾
鉱
毒
事
件
で
反
対
運
動
の

闘
い
の
先
頭
に
立
っ
て
田
中
正
造

は
政
府
を
激
し
く
糾
弾
し
た
の
で

す
。
そ
の
思
想
と
歩
み
は
、
現
在

に
生
き
る
私
た
ち
に
何
を
伝
え
、

教
え
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

▼
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件 

明
治
時
代
、
当
時
の
近
代
技
術

の
粋
を
集
め
た
は
ず
の
栃
木
県
旧

足
尾
町
（
現
日
光
市
）
の
古
河
市

兵
衛
が
経
営
す
る
「
足
尾
銅
山
」

か
ら
流
出
し
た
鉱
毒
に
よ
り
１
８

８
４
年
の
暮
に
近
く
の
山
林
樹
木

が
枯
死
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年

夏
、
渡
良
瀬
川
の
鮎
が
大
量
に
死

ん
だ
の
で
す
。
さ
ら
に
、
１
８
９

０
年
夏
の
大
洪
水
で
渡
良
瀬
川
流

域
の
田
畑
や
農
作
物
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
ま
し
た
。
銅
精
錬
所
か

ら
の
排
煙
に
よ
る
周
辺
山
林
の
枯

死
と
山
林
濫
伐
に
よ
っ
て
、
洪
水

の
回
数
と
規
模
が
増
し
て
い
っ
た

の
で
す
。 

１
８
９
６
年
秋
の
大
洪
水
で
は
、

被
害
は
栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
、
茨

城
の
４
県
に
及
ん
で
一
気
に
拡
大

し
た
の
で
す
。 

鉱
毒
と
は
、
鉱
山
の
精
錬
所
等

か
ら
重
金
属
が
多
量
に
含
ま
れ
た

廃
水
と
浸
透
水
そ
し
て
排
煙
に
よ

っ
て
生
じ
る
害
毒
で
す
。
足
尾
銅

山
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
硫
酸
銅
は
、

足
尾
山
地
を
水
源
と
す
る
渡
良
瀬

川
を
汚
染
し
、
下
流
沿
岸
の
耕
地

を
荒
廃
さ
せ
ま
し
た
。 

被
害
は
足
尾
銅
山
の
産
銅
量
が

激
増
す
る
の
に
伴
っ
て
表
面
化
し
、

渡
良
瀬
川
の
魚
類
が
捕
獲
で
き
な

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

住
民
の
生
命
を
奪
い
、
居
住
地
や

財
産
を
奪
い
、
さ
ら
に
は
仕
事
を

も
奪
い
取
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
が
初
め
て

帝
国
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
、
１
８
９
１
年
１２
月
に
行
っ
た

田
中
正
造
衆
議
院
議
員
の
質
問
演

説
で
す
。
第
一
次
山
縣
有
朋
内
閣

の
農
商
務
大
臣
に
就
任
し
た
陸
奥

宗
光
に
「
足
尾
銅
山
鉱
毒
の
儀
に

つ
き
質
問
書
」
を
衆
議
院
で
政
府

に
提
出
し
た
の
で
す
。
質
問
書
の

な
か
で
、
正
造
は
「
大
日
本
帝
国

憲
法
」
（
以
下
、
帝
国
憲
法
と
い

う
。）
第
２７
条
に
「
日
本
臣
民
は
、

そ
の
所
有
権
を
侵
さ
れ
る
こ
と
は

な
し
」
と
、
あ
る
と
鋭
く
指
摘
し

ま
し
た
。 

ま
た
「
日
本
抗
法
」
に
は
、「
試

掘
も
し
く
は
採
鉱
の
事
業
が
公
益

に
害
あ
る
と
き
は
農
商
務
大
臣
は

す
で
に
与
え
た
許
可
を
取
消
す
こ

と
を
得
る
」と
の
条
文
を
根
拠
に
、

足
尾
銅
山
に
対
す
る
政
府
の
緩
慢

な
措
置
と
被
害
民
の
救
済
方
法
、

将
来
の
損
害
防
止
の
手
順
を
厳
し

く
糾
弾
し
ま
し
た
。
現
在
の
政
治

家
に
見
習
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
陸
奥
宗
光
の
次
男
の

潤
吉 

が
公
害
の
元
凶
で
あ
る「
足

鉱
毒
事
件
と
原
発
事
故
の
類
似
性 

文
化
体
育
部
長 

久
保 

親
志 
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尾
銅
山
」
を
経
営
す
る
、
古
河
市

兵
衛
の
娘
婿
で
あ
っ
た
と
い
う
事

実
を
指
摘
し
批
判
し
ま
し
た
。 

公
害
の
防
止
に
努
め
農
民
を
保

護
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
農
商
務

大
臣
が
、
公
共
の
利
益
を
守
ら
ず

に
、
肉
親
可
愛
い
さ
か
ら
自
己
の

職
責
を
怠
っ
た
だ
け
で
な
く
、
鉱

害
の
原
因
究
明
を
す
る
行
為
さ
え

も
妨
害
し
た
と
、
政
財
界
癒
着
の

深
さ
を
糾
弾
し
た
の
で
す
。 

し
か
し
、
古
河
鉱
業
の
操
業
は

続
き
、
被
害
も
続
く
の
で
す
。
政

財
界
と
古
河
鉱
業
（
現
・
古
河
機

械
金
属
グ
ル
ー
プ
）
と
の
緊
密
な

結
び
つ
き
に
よ
り
、
鉱
業
停
止
請

願
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
大
雨
や

洪
水
の
あ
る
度
に
被
害
は
だ
ん
だ

ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
の
で
す
。 

正
造
は
、
議
員
辞
職
す
る
１
９

０
１
年
１０
月
ま
で
の
９
年
間
で
、

鉱
毒
問
題
に
関
し
て
１
５
０
回
を

超
え
る
質
問
演
説
や
質
問
書
提
出

を
行
い
ま
し
た
。
な
ん
と
、
果
敢

な
行
動
力
で
し
ょ
う
。 

▼
押
出
し
行
動
と
川
俣
事
件 

渡
良
瀬
川
沿
岸
の
農
民
は
、
足

尾
銅
山
の
鉱
業
停
止
を
求
め
て
大

同
団
結
し
、
反
対
運
動
を
起
こ
し

ま
す
。
そ
の
拠
点
と
し
て
、
現
在

の
群
馬
県
館
林
市
早
川
田
の
雲
龍

寺
に
鉱
毒
事
務
所
を
設
置
し
、
東

京
ま
で
何
回
も
請
願
の
た
め
上
京

し
た
の
で
す
。
こ
の
「
押
出
し
」

と
呼
ば
れ
る
大
衆
行
動
は
、
帝
国

議
会
、
貴
族
院
の
議
長
、
衆
議
院

議
長
そ
し
て
総
理
大
臣
な
ど
を
訪

問
し
て
請
願
書
を
届
け
る
の
で
す
。 

押
出
し
は
以
後
４
回
に
わ
た
っ

て
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
す
。
１
９

０
０
年
２
月
、
鉱
毒
被
害
を
訴
え

る
た
め
、
２
５
０
０
人
余
の
被
害

地
農
民
は
、
足
尾
銅
山
鉱
業
停
止

を
求
め
て
４
回
目
の
大
挙
請
願
の

た
め
東
京
へ
と
請
願
の
デ
モ
行
進

に
向
か
い
ま
し
た
。 

農
民
た
ち
を
利
根
川
べ
り
の
川

俣
（
群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
）
で

待
ち
構
え
て
い
た
警
察
や
憲
兵
が

力
で
弾
圧
し
、上
京
は
阻
止
さ
れ
、

川
俣
事
件
と
呼
ば
れ
る
こ
の
弾
圧

に
よ
り
、
被
害
民
の
第
４
回
「
押

出
し
」
は
挫
折
し
た
の
で
し
た
。 

▼
亡
国
演
説
と
天
皇
直
訴 

川
俣
事
件
直
後
、
田
中
正
造
は

政
府
が
帝
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た

請
願
権
ま
で
も
踏
み
に
じ
っ
た
こ

と
に
怒
り
１
９
０
０
年
２
月
、
衆

議
院
議
会
で
事
件
に
関
し
て
「
亡

国
に
い
た
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
こ

れ
す
な
わ
ち
亡
国
の
儀
に
つ
き
」

と
題
す
る
質
問
書
を
提
出
す
る
の

で
す
。
こ
の
時
、
日
本
の
憲
政
史

上
に
残
る
有
名
な
「
亡
国
演
説
」

を
行
っ
た
の
で
す
。「
己
の
愚
を
知

れ
ば
則
ち
愚
に
あ
ら
ず
、
己
の
愚

な
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
是
が

真
の
愚
で
あ
る
。
民
を
殺
す
は
国

家
を
殺
す
な
り
、
法
を
蔑
（
な
い

が
し
ろ
）
に
す
る
は
国
家
を
蔑
に

す
る
な
り
、
人
が
自
ら
国
を
殺
す

の
で
あ
る
」
と
の
演
説
で
す
。 

し
か
し
、
当
時
の
政
府
は
実
態

を
認
め
よ
う
と
し
な
い
の
で
し
た
。 

足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
の
背
景
に

あ
っ
た「
富
国
強
兵
」「
殖
産
興
業
」

の
国
策
に
、
正
造
は
、
衆
議
院
議

員
と
し
て
最
後
ま
で
民
衆
の
視
座

か
ら
日
本
の
進
路
を
思
い
、
批
判

を
続
け
た
の
で
す
。
１
９
０
１
年

１０
月
に
田
中
正
造
は
、
衆
議
院
議

員
を
辞
職
し
ま
し
た
。
鉱
毒
世
論

が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
っ
た
、
同

年
１２
月
１０

日
に
、
正
造
は
、
命

を
懸
け
た
行
動
を
取
る
の
で
し
た
。 

東
京
市
日
比
谷
に
お
い
て
第
１６

回
帝
国
議
会
開
院
式
か
ら
帰
る
途

中
の
明
治
天
皇
に
、
足
尾
鉱
毒
事

件
に
つ
い
て
直
訴
を
行
い
ま
す
。 

し
か
し
、
途
中
で
警
備
の
警
官

に
取
り
押
さ
え
ら
れ
て
「
直
訴
」

そ
の
も
の
は
失
敗
し
ま
す
が
、
東

京
市
中
は
大
騒
ぎ
に
な
り
、
号
外

も
配
ら
れ
直
訴
状
の
内
容
が
世
間

に
広
く
知
れ
渡
る
の
で
す
。
直
訴

を
き
っ
か
け
に
鉱
毒
問
題
に
世
論

の
関
心
が
一
段
と
集
ま
り
、
政
府

は
１
９
０
３
年
に
第
二
次
鉱
毒
調

査
委
員
会
を
設
置
す
る
の
で
す
。 

正
造
が
住
ん
で
い
た
栃
木
県
谷
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中
村
は
鉱
毒
沈
殿
用
の
渡
良
瀬
遊

水
地
が
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

強
制
廃
村
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で

す
。
加
害
企
業
の
古
河
鉱
業
と
住

民
の
賠
償
交
渉
も
長
期
化
し
ま
し

た
。
閉
山
し
た
足
尾
銅
山
周
辺
で

は
、
現
在
も
少
し
ず
つ
鉱
毒
が
流

出
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。 

▼
田
中
正
造
の
後
世
へ
の
遺
品 

１
９
０
６
年
、
谷
中
村
議
会
は

藤
岡
町
へ
の
合
併
案
を
否
決
す
る
。 

 

し
か
し
、
栃
木
県
は
「
谷
中
村

は
藤
岡
町
へ
合
併
し
た
」
と
発
表

し
ま
し
た
。
谷
中
村
は
強
制
廃
村

と
な
り
ま
す
が
、
田
中
正
造
は
そ

の
後
も
谷
中
村
に
住
み
続
け
ま
す
。 

 

こ
の
土
地
が
正
造
の
終（
つ
い
）

の
棲
家
と
な
る
の
で
し
た
。 

田
中
正
造
は
、
財
産
の
す
べ
て

を
鉱
毒
反
対
運
動
な
ど
に
使
い
果

た
し
、
死
の
直
前
わ
ず
か
に
残
っ

た
土
地
と
生
家
を
小
中
村
に
寄
附

し
、
死
去
し
た
と
き
は
無
一
文
だ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

１
９
１
３
年
９
月
４
日
、
死
の

枕
元
に
残
し
た
も
の
は
信
玄
袋
１

つ
で
、
中
身
は
マ
タ
イ
伝
と
帝
国

憲
法
の
合
本
、新
約
聖
書
、日
記
、

請
願
書
草
稿
、
そ
し
て
桜
石
と
呼

ば
れ
る
小
石
３
個
だ
け
だ
っ
た
の

で
す
。
聖
書
と
帝
国
憲
法
、
そ
れ

に
石
こ
ろ
と
は
、
な
ん
と
も
さ
さ

や
か
な
遺
品
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

田
中
正
造
の
生
涯
の
闘
い
と
思
想

を
象
徴
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
思
想
は
脈
々
と
現
代
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

聖
書
と
憲
法
は
、
最
後
ま
で
正
造

が
心
の
支
え
と
し
て
愛
し
持
っ
た

も
の
な
の
で
し
ょ
う
。 

▼
お
わ
り
に 

公
害
は
、
足
尾
か
ら
水
俣
を
経

て
、
福
島
へ
引
き
継
が
れ
た
の
で

す
。
古
河
鉱
業
か
ら
日
本
窒
素
肥

料
を
経
て
、
東
京
電
力
に
引
き
継

が
れ
ま
す
。
起
こ
っ
て
い
る
問
題

の
捉
え
方
に
よ
っ
て
、
対
処
と
対

応
が
決
ま
り
ま
す
。
当
時
、
明
治

政
府
が
鉱
毒
被
害
を
封
じ
込
め
た

の
は
銅
生
産
が
「
国
策
」
だ
っ
た

た
め
で
す
。 

自
民
党
政
権
、
自
公
政
権
、
民

主
党
政
権
が
進
め
て
き
た「
国
策
」

と
し
て
の
原
子
力
政
策
と
政
・

財
・
官
・
学
の
癒
着
構
造
そ
の
も

の
を
、
放
射
能
汚
染
の
根
本
原
因

と
し
て
政
府
は
捉
え
て
い
る
の
か
。 

大
事
故
後
も
、「
脱
原
発
」
へ
の

意
思
表
明
の
な
い
安
倍
政
権
の
姿

と
重
な
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
東
京
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水

漏
れ
に
つ
い
て
「
状
況
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
と
明
言
し

た
安
倍
首
相
に
、
福
島
の
漁
業
者

や
避
難
生
活
者
た
ち
か
ら
厳
し
い

視
線
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。 

立
法
・
行
政
・
司
法
に
関
わ
る

人
は
、
公
害
事
件
の
原
点
で
あ
る

足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
か
ら
学
ぶ
べ

き
で
す
。
特
に
、
今
の
「
政
治
家
」

に
こ
そ
田
中
正
造
の
思
想
か
ら
、

改
め
て
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
強
く

思
い
ま
す
。
田
中
正
造
は
、
亡
く

な
る
１
年
ほ
ど
前
の
１
９
１
２
年

６
月
の
日
記
に
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。「
真
の
文
明
は
山
を

荒
さ
ず
、
川
を
荒
さ
ず
、
村
を
破

ら
ず
、人
を
殺
さ
ざ
る
べ
し
」と
。 

真
の
文
明
と
は
何
か
。
国
の
な

す
べ
き
こ
と
は
何
か
。
私
た
ち
が

な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。
平
和
と

は
何
か
。
正
造
が
残
し
た
こ
の
問

い
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
応
え
る

義
務
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
正
造
の
言
葉
を
胸
に
刻
ん
で

日
々
を
歩
み
た
い
も
の
で
す
。 

 

参
考
文
献
＝
佐
江
衆
一
著
・『
田
中

正
造
』
岩
浪
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
、
由

井
正
臣
著
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市
民
大
学
テ

キ
ス
ト
『
田
中
正
造
』
日
本
放
送

出
版
協
会
、
監
督
・
脚
本
・
池
田

博
穂
『
赤
貧
洗
う
が
ご
と
き
―
田

中
正
造
と
野
に
叫
ぶ
人
々
―
』
田

中
正
造
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

シ
ナ
リ
オ
。 
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す
い
と
っ
と
！ 

梅
雨
も
明
け
よ
う
と
し
て
い
る

７
月
、
金
印
を
求
め
て
再
び
志
賀

島
へ
向
か
お
う
と
、
博
多
駅
を
降

り
立
っ
た
。 

前
回
で
、
志
賀
島
へ
は
、
渡
船

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
ベ

イ
サ
イ
ド
プ
レ
ス
の
渡
船
場
ま
で
、

行
く
つ
も
り
だ
っ
た
。 

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
聞
い
て
み

る
と
、
渡
船
場
へ
行
く
バ
ス
乗
り

場
は
、
駅
前
と
の
こ
と
。 

行
っ
て
み
る
と
、
人

が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
い

る
。
乗
車
は
無
理
だ
と

諦
め
、
車
い
す
を
転
が

し
て
い
く
こ
と
に
。
何

度
か
行
っ
た
こ
と
の
あ

る
行
程
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
青
空
が

一
転
、
に
わ
か
に
掻
き

曇
り
、
土
砂
降
り
の
雨

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

ビ
ル
の
軒
先
で
、 

雨
宿
り
を
し
て
、
上

が
る
の
を
待
ち
、
再

び
移
動
を
開
始
し
た
。 

少
し
行
く
と
、
太

鼓
の
音
が
聞
こ
え
て

き
た
。
祭
り
で
怪
我

を
し
て
、
車
い
す
を

使
う
こ
と
に
な
っ
た

私
だ
が
、
鉦
や
太
鼓

の
音
を
聞
く
と
引
き

つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。 

空
を
見
上
げ
て
思

案
。
こ
の
空
模
様
だ

か
ら
、
何
時
降
ら
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
、

な
ら
ば
祭
り
見
物
を

し
よ
う
。 

金
印
は
、
逃
げ
や

し
な
い
か
ら
。 

折
し
も
、
博
多
祇

園
山
笠
の
真
っ
最
中

だ
っ
た
の
だ
。 

一
つ
角
を
曲
が
る

と
、
櫛
田
神
社
へ
続

く
道
だ
っ
た
。 

か
つ
て
、
天
神
か
ら

博
多
駅
へ
、
歩
い
た
こ

と
が
あ
る
。 

そ
の
時
見
た
櫛
田
神

社
は
、石
段
が
あ
っ
て
、

「
入
れ
な
い
ん
だ
」
と

横
目
で
見
な
が
ら
通
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

な
ん
と
、
す
ん
な
り

と
入
れ
る
で
は
な
い
か
。 

表
が
あ
れ
ば
、
裏
が

あ
る
。 

よ
く
よ
く
考
え
て
み

る
と
、
舁
き
山
が
境
内
に
走
り
こ

ん
で
く
る
の
で
、
平
地
で
な
い
と

い
け
な
い
。 

さ
ら
に
、
境
内
に
行
く
と
、
立

派
な
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
。 

と
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
、
ス
ロ

ー
プ
で
は
な
い
。 

御
影
石
づ
く
り
で
、
手
す
り
の

つ
い
た
ス
ロ
ー
プ
で
あ
る
。 

参
拝
を
し
て
、
境
内
を
散
策
。 

あ
っ
た 
！ 
な
ん
と
、ト
イ
レ

も
あ
る
で
は
な
い
か
。 

 

し
か
も
、掃
除
の
行
き
届
い
た
、

～ 

掃
除
の
真
っ
最
中
で
あ
っ
た

～ 

立
派
な
ト
イ
レ
で
あ
る
。 

 

宗
像
大
社
の
ト
イ
レ
ほ
ど
、
お

金
は
か
か
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
、

「
ト
イ
レ
の
神
様
」
の
い
る
所

だ 

！ 

り
っ
ぱ
な
ト
イ
レ
も
あ
る

の
に
、
境
内
で
立
小
便
を
し
て
い

る
罰
当
た
り
な
奴
が
い
る
。 

鉢
巻
き
を
し
、
法
被
を
着
た
小
便

小
僧 

？ 

六
平
の
幼
い
時
の
姿
だ

ろ
う
か
。 

 
 

北
九
州
支
部 

白
川
長
廣 
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今
年
の
夏
は
、
観
測
史
上
最
高

の
平
均
気
温
と
な
り
、
大
変
暑
い

日
が
続
き
ま
し
た
が
、
皆
様
は
体

調
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

私
は
、
体
温
が
上
が
っ
た
り
し

つ
つ
も
、
早
め
の
対
処
で
な
ん
と

か
、
乗
り
切
り
ま
し
た
。 

連
日
３５

℃
を
超
え
、
夜
で
も

３０
℃
近
く
。
一
日
中
エ
ア
コ
ン
を
、

使
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
、

電
気
代
は
高
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
し
ょ
う
が
な
い
…
。 

節
電
と
い
っ
て
、
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
ず
に
熱
中
症
な
ど
と
、
本
末

転
倒
な
こ
と
に
は
、
な
り
た
く
な

い
で
す
か
ら
。 

ま
た
、
今
年
は
、
水
分
を
多
め

に
摂
取
す
る
よ
う
に
、
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
健
常
の
頃
、
モ
ト
ク

ロ
ス
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
レ
ー
ス
中
の

水
分
補
給
な
ど
で
は
、
市
販
の
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
甘
す
ぎ
て
、

口
の
中
が
ベ
タ
つ
い
て
し
ま
い
、

余
計
に
水
分
を
欲
し
て
し
ま
う
の

で
、
倍
ぐ
ら
い
に
薄
め
て
飲
ん
で

い
ま
し
た
。
お
す
す
め
は
、
粉
末

の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
２
リ
ッ

ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
溶
か
す

方
法
で
す
。
一
袋
が
、
だ
い
た
い

１
リ
ッ
ト
ル
用
な
の
で
、
普
通
に

作
れ
ば
倍
、
濃
い
め
が
良
け
れ
ば

水
を
減
ら
し
て
、
好
み
の
濃
度
に

調
整
で
き
ま
す
。
市
販
の
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
に
慣
れ
て
い
る
と
、

薄
い
と
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、

薄
め
た
方
に
飲
み
慣
れ
て
し
ま
う

と
、
市
販
の
方
は
こ
ん
な
に
も
甘

い
も
の
か
と
感
じ
ま
す
。 

糖
分
も
控
え
る
こ
と
が
で
き
、

安
上
が
り
な
の
で
一
石
二
鳥
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
さ
て
、
最
近
私
の
車
イ
ス

は
、
色
々
な
と
こ
ろ
に
ガ
タ
が
出

て
き
て
、
調
子
が
悪
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
故
障
個
所
を
修
理
し
な

が
ら
、
７
年
ほ
ど
乗
っ
て
き
ま
し

た
が
、
機
種
も
廃
版
と
な
っ
て
お

り
、
パ
ー
ツ
の
入
手
に
も
時
間
が

か
か
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
作
り
か
え
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、

区
役
所
に
出
向
い
て
相
談
し
ま
し

た
。
福
岡
市
で
は
、
基
本
的
に
車

イ
ス
の
作
り
か
え
は
、
６
年
に
一

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
作
り
か
え

を
し
た
い
」
と
申
し
出
る
と
、
担

当
者
が
デ
ー
タ
を
調
べ
て
く
れ
、

あ
っ
さ
り
と
「
要
件
は
満
た
し
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
よ
。」と
の
こ
と
。前
回
、

今
の
車
イ
ス
を
作
っ
た
と
き
は
、

初
め
て
の
電
動
車
イ
ス
と
い
う
こ

と
で
、
長
浜
に
あ
る
「
あ
い
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
で
の
面
談
審
査
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
同
種
同
型
の
作

り
か
え
で
あ
れ
ば
、
必
要
な
い
と

の
こ
と
で
、
こ
れ
も
ス
ル
ー
。
拍

子
抜
け
す
る
ぐ
ら
い
、
簡
単
に
申

請
す
る
こ
と
が
、
で
き
ま
し
た

(

笑)

。
あ
と
は
、
業
者
と
打
合
せ

し
て
、見
積
り
を
出
し
て
も
ら
い
、

再
び
役
所
で
本
申
請
。
審
査
会
も

パ
ス
し
、
１０
日
ぐ
ら
い
で
書
類
が

届
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
業
者

に
発
注
で
す
。
納
車
ま
で
、
約
２

ヶ
月
ほ
ど
か
か
る
よ
う
で
、
こ
れ

を
書
い
て
い
る
段
階
で
は
、
ま
だ

届
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
納
車
が
楽

し
み
で
す
。 

 

頸損的生活 

（20） 

 
福岡市在住 SKさん 
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「
障
害
者
基
本
計
画
（
原
案
）

（
修
正
版
）」
に
関
す
る
障
害

者
政
策
委
員
会
（
第
７
回
）
議

事
次
代
「
資
料
２
」
よ
り 

 

（
平
成
２５
年
８
月
９
日
）  

 

前
号
で
、
つ
づ
く
と
書
き
ま
し

た
が
、
修
正
版
が
で
き
ま
ま
し
た

の
で
、修
正
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、

最
新
版
の
続
き
を
書
き
ま
す
。 

 

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

「
障
害
者
基
本
計
画
」（
平
成
１４

年
１２
月
２４
日
閣
議
決
定
）
で
は
、

「
障
害
者
を
特
別
視
す
る
の
で
は

な
く
、
一
般
社
会
の
中
で
普
通
の

生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
条
件
を
整

え
る
べ
き
で
あ
り
、
共
に
生
き
る

社
会
こ
そ
ノ
ー
マ
ル
な
社
会
で
あ

る
と
の
考
え
方
」と
さ
れ
て
い
る
。 

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

同
様
に
「
障
害
者
基
本
計
画
」
で

は
、「
障
害
者
の
身
体
的
、精
神
的
、

社
会
的
な
自
立
能
力
向
上
を
目
指

す
総
合
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず

障
害
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
す

べ
て
の
段
階
に
お
い
て
全
人
間
的

復
権
に
寄
与
し
、
障
害
者
の
自
立

と
参
加
を
目
指
す
と
の
考
え
方
」

と
さ
れ
て
い
る
。 

 

平
成
２４
（
２
０
１
２
）
年
１１
月

に
は
「
第
３
次
ア
ジ
ア
太
平
洋
障

害
者
の
十
年
」
の
行
動
計
画
で
あ

る
「
仁
川
戦
略
」
が
採
択
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

↓ 

 

平
成
２４
（
２
０
１
２
）
年
１１
月

に
は
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の

十
年
（
２
０
１
３
―
２
０
２
２
）」

の
行
動
計
画
で
あ
る
「
ア
ジ
ア
太

平
洋
障
害
者
の
権
利
を
実
現
す
る

仁
川
戦
略
」
が
採
択
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

 
 

 

（
こ
こ
か
ら
前
号
の
続
き
） 

２
．
障
害
者
基
本
計
画
（
第
３

次
）
の
対
象
期
間 

障
害
者
基
本
計
画
（
第
３
次
）

は
、
よ
り
長
期
的
な
展
望
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
平
成
２５
（
２
０
１

３
）
年
度
か
ら
２９
（
２
０
１
７
）

年
度
ま
で
の
概
ね
５
年
間
を
対
象

と
す
る
。 

３
．
障
害
者
基
本
計
画
（
第
３

次
）
の
構
成
に
つ
い
て 

障
害
者
基
本
計
画
（
第
３
次
）

は
、
こ
の
「Ⅰ

 

障
害
者
基
本
計
画

（
第
３
次
）
に
つ
い
て
」、「Ⅱ

 

基

本
的
な
考
え
方
」、「Ⅲ

 

分
野
別
施

策
の
基
本
的
方
向
」及
び
、「Ⅳ

 

推

進
体
制
」
で
構
成
さ
れ
る
。 

「Ⅱ

基
本
的
な
考
え
方
」で
は
、

基
本
計
画
全
体
の
「
基
本
理
念
」

及
び
、「
基
本
原
則
」
を
示
す
と
と

も
に
、「
各
分
野
に
共
通
す
る
横
断

的
視
点
」
を
示
し
て
い
る
。 

「Ⅲ

分
野
別
施
策
の
基
本
的
方

向
」で
は
、障
害
者
の
自
立
及
び
、

社
会
参
加
の
支
援
等
の
た
め
の
施

策
を
１０
分
野
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
つ
い
て
基
本
計
画
の

対
象
期
間
に
政
府
が
講
ず
る
施
策

の
基
本
的
な
方
向
を
示
し
て
い
る
。 

「Ⅳ

推
進
体
制
」
で
は
、
こ
れ

ら
の
取
組
を
総
合
的
か
つ
、
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
の
体
制
を
示

し
て
い
る
。 

 Ⅱ
 

基
本
的
な
考
え
方 

１
．
基
本
理
念  

 

障
害
者
基
本
法
第
１
条
に
規
定

さ
れ
る
よ
う
に
、障
害
者
施
策
は
、

全
て
の
国
民
が
、
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
基
本
的
人

権
を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
と
い
う

理
念
に
の
っ
と
り
、
全
て
の
国
民

が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け

隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が

ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
講
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

（
つ
づ
く
） 

出
典
（
内
閣
府 

共
生
社
会
政
策 

障
害
者
政
策
委
員
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
） 

h
ttp

://w
w

w
8
.cao

.g
o
.jp

/sh
o
u
g
ai/s

u
ish

in
/seisak

u
_
iin

k
ai/k

_
7
/in

d
ex

.

h
tm

l 

（
福
岡
支
部 

坂
本
） 
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福
脊
連
活
動
日
程
及
び
経
過
報
告 

９
月
１１

日 

福
岡
市
障
が
い
福

祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

つ
い
て 
ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ 

９
月
１２

日 
第
１
回
障
が
い
者

記
念
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会 

 

ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ 

９
月
２８

日 

障
害
者
差
別
解
消

法
セ
ミ
ナ
ー 

福
岡
国
際
会
議
場 

               

会
費
納
入
の
お
願
い 

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、

お
願
い
で
す
。
皆
様
も
、
ご
承
知

の
と
お
り
、
当
会
の
運
営
は
会
費

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

会
費
が
未
納
の
方
は
、
左
記
口

座
ま
で
納
入
し
て
、
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 ■
会
費 

７
２
０
０
円 

※
減
額
対
象
者
あ
り 

■
賛
助
会
員 

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円 

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円 

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円 

■
口
座 

郵
便
振
替
口
座 

■
口
座
番
号 

 

０
１
７
６
０ 

３ 

２
８
９
２
５ 

■
口 

座 

名 
 

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会 

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

一
七
九
支
店 

当
座
０
０
２
８
９
２
５ 
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編
集
後
記 

 

 

朝
晩
が
涼
し
く
な
り
、
や
っ
と

秋
が
近
づ
い
て
き
た
と
思
い
は
じ

め
ま
し
た
が
、
日
中
は
ま
だ
、
暑

い
で
す
。 

 
 

 
 

（
坂
本
） 
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《 今月の時事 》 

 消費税増税と法人税減税（復興税の廃止・投資減税減）とは「なんぞや！！」大企業へ

の支援・配慮？「賃金が上がるように」。本当か？賃金は上がらない（一部の企業だけ）、

下がり続けているのが現況。財布のひもは、固くなる。デフレからの脱却は、計れない。 

 国債のリスクも高くなる。一方、「解雇特区・労働時間規制せず・残業代ゼロ」、企業が

従業員を解雇しやすい特区をつくる。労働時間を規制せず、残業代をゼロにすることも認

める。秋の臨時国会で、提出するという。「使い捨ての強化」である。低賃金なので、残業

代でしのいでいる人が多い実態。実質賃金が、下がるばかりだ。消費税の使途も本来は、

社会保障制度（年金・医療・介護・少子化・保育所）に当てるはずだったのが、［景気の腰

折れを防ぐ経済対策・一部の黒字企業への経営支援］と、増税の目的は大きく変質する。 

 派遣切り・・・職探しうつ病・・・死の選択（絶望）の道のり・・・『残業月100時間・・

正社員は命を絶った。「しあわせに出来なくてごめんなさい」』埼玉県の男性（当時48歳）

は11年１月、妻（51）あての遺書に、こう残して命を絶った。過労でうつ病になり、自

殺したとして、千葉労働基準監督署に労災の認定を求めている。「私たちの生活は５年前に

暗転してしまった。」と妻は話す。（24日朝日朝刊３面）過労死・うつ病・自殺。虐待（児

童・高齢者・障害者）の増加。交通事故においても、児童・高齢者の増加を見る。際立つ

のは、日々ニュースとなる殺傷事件の増加。ここで思い出した。『デトロイト（自動車産業

都市）は破綻し、貧困と犯罪。この 2 つの病理が絡み合いながら、デトロイトは転落の一

途をたどっている。政府が認定する「貧困層」の収入水準で計算すると、貧困率は33.8％

となり、大都市（人口25万人以上）では全米最悪となっている。失業率は22％にも達す

る。』（日経ビジネス。時事深層 GM破綻。犯罪増・人口減2009年6月15日）労働環

境の改革なしには、深く潜行する「貧困・病理」は打開されない。しかし、政治は改革の

真逆の方向へと、舵切りをしていると観るのは、非国民党だけなのか・・・熱しやすく、

さめやすい・・・流される方々へ。どうか、東北、福島の再建と原発現場作業者への・・・

お・も・い・や・り・を。（しん） 

 


